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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 2017年６月１日
至 2018年２月28日

自 2018年６月１日
至 2019年２月28日

自 2017年６月１日
至 2018年５月31日

売上高 （千円） 7,866,428 8,283,781 11,148,841

経常利益 （千円） 526,578 421,587 776,094

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 358,192 290,078 527,149

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 358,117 287,153 526,107

純資産額 （千円） 1,944,114 2,593,002 2,445,509

総資産額 （千円） 3,650,751 4,032,145 4,735,467

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 64.09 49.99 93.76

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 63.42 49.44 92.74

自己資本比率 （％） 53.2 64.3 51.6

 

回次
第41期

第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2017年12月１日
至 2018年２月28日

自 2018年12月１日
至 2019年２月28日

１株当たり四半期純利益 （円） 17.18 2.90

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善とそれに伴う雇用情勢の改善により、景気

は緩やかな回復基調となりました。一方、米国・中国による保護主義的な通商政策や世界経済の不確実性、金融市

場の変動が引き続き懸念されるなど、景気の先行きは不透明な状況となっております。

当社グループを取り巻くメンテナンス業界におきましては、設備の維持管理コストを減少させるための省エネ

提案や、突発的な故障の発生を減少させるための保全メンテナンスの要望が多くなってきており、また、当社グ

ループがメインターゲットとしている小売業や飲食業を中心とした多店舗展開企業では、メンテナンス管理の一括

アウトソーシング化のニーズも高まってきております。

　このような環境下において、当社グループは、24時間365日稼働のコールセンターを核としたすべての設備機器

を対象とするサービスを強みとして、社内に蓄積されたノウハウやデータに基づき突発的な修理不具合を未然に防

止するための保全メンテナンスや機器入替、また、環境改善を考えた省エネ等の提案営業を行ってまいりました。

　また、自社メンテナンスエンジニアの多能工化（特定の設備機器のみならず数種の設備機器を扱うことができる

事）により生産性を向上させるため、引き続き当社研修センターでの実機研修による人材育成に注力してまいりま

した。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,283,781千円（前年同期比5.3％増）となりました。当第３四

半期連結累計期間の売上原価は、6,570,335千円（前年同期比6.6％増）となりました。これは主に、当初計画して

いたサービス別の売上構成と実績に差異が生じたためであります。また、販売費及び一般管理費は、サービス品質

向上に向けた人員の増加や、省エネ商材の拡大・海外進出に向けた調査・準備に係る費用が増加したこと等により

1,296,255千円（前年同期比9.7％増）となりました。これらの結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益は

417,191千円（前年同期比20.2％減）となりました。

当第３四半期連結累計期間の経常利益は421,587千円（前年同期比19.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は290,078千円（前年同期比19.0％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

①資産

　当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ860,475千円減少し3,090,379千円となりま

した。主な要因は、現金及び預金が517,890千円、受取手形及び売掛金が382,271千円減少したこと等によります。

　また、固定資産は、前連結会計年度末に比べ157,152千円増加し941,765千円となりました。主な要因は、投資有

価証券が98,614千円増加したこと等によります。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ703,322千円減少し

4,032,145千円となりました。

②負債

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ820,701千円減少し1,047,042千円と

なりました。主な要因は、工事未払金が479,095千円、未払法人税等が202,251千円それぞれ減少したこと等により

ます。

　また、固定負債は、前連結会計年度末に比べ30,114千円減少し392,099千円となりました。主な要因は、長期借

入金が44,994千円減少したこと等によります。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ850,815千円減少し

1,439,142千円となりました。

③純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ147,493千円増加し2,593,002千円

となりました。主な要因は、利益剰余金が127,979千円増加したこと等によります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（2019年４月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,813,885 5,821,385
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社における

標準となる株式であり

ます。なお、単元株式

数は100株であります。

計 5,813,885 5,821,385 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2019年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2018年12月１日～

2019年２月28日（注）１
2,500 5,813,885 845 562,044 845 447,544

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

　　　２．2019年３月１日から2019年３月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が7,500株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ2,535千円増加しております。
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（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2018年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

2019年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　100
 

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,808,800 58,088

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であります。

単元未満株式 普通株式　　　2,485 － －

発行済株式総数 5,811,385 － －

総株主の議決権 － 58,088 －

 

②【自己株式等】

2019年２月28日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

株式会社三機サービス

兵庫県姫路市阿保甲

576番地１
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年12月１日から2019

年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年６月１日から2019年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,560,905 1,043,015

受取手形及び売掛金 2,215,150 1,832,878

未成工事支出金 77,181 58,802

原材料及び貯蔵品 15,207 41,642

その他 83,588 114,890

貸倒引当金 △1,178 △849

流動資産合計 3,950,855 3,090,379

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 253,559 244,477

土地 93,797 93,797

その他（純額） 29,895 37,937

有形固定資産合計 377,252 376,212

無形固定資産 51,219 99,191

投資その他の資産   

投資有価証券 74,148 172,762

長期前払費用 94,499 98,662

退職給付に係る資産 26,804 29,328

繰延税金資産 104,607 105,192

その他 61,002 65,336

貸倒引当金 △4,921 △4,921

投資その他の資産合計 356,139 466,361

固定資産合計 784,612 941,765

資産合計 4,735,467 4,032,145

負債の部   

流動負債   

工事未払金 1,154,921 675,825

1年内返済予定の長期借入金 59,992 59,992

未払法人税等 205,938 3,686

賞与引当金 141,164 76,499

その他 305,728 231,039

流動負債合計 1,867,744 1,047,042

固定負債   

長期借入金 100,028 55,034

役員退職慰労引当金 164,582 －

退職給付に係る負債 128,407 133,561

資産除去債務 13,995 15,027

その他 15,200 188,476

固定負債合計 422,214 392,099

負債合計 2,289,958 1,439,142
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 550,628 562,044

資本剰余金 436,128 447,544

利益剰余金 1,453,716 1,581,696

自己株式 △26 △230

株主資本合計 2,440,446 2,591,054

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,690 3,227

為替換算調整勘定 △608 △2,072

その他の包括利益累計額合計 4,081 1,155

新株予約権 981 792

純資産合計 2,445,509 2,593,002

負債純資産合計 4,735,467 4,032,145

 

EDINET提出書類

株式会社三機サービス(E31379)

四半期報告書

 9/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年６月１日
　至　2018年２月28日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年６月１日
　至　2019年２月28日)

売上高 7,866,428 8,283,781

売上原価 6,161,496 6,570,335

売上総利益 1,704,931 1,713,446

販売費及び一般管理費 1,181,912 1,296,255

営業利益 523,019 417,191

営業外収益   

受取利息 748 977

受取配当金 362 476

受取家賃 1,837 1,737

受取手数料 938 910

為替差益 1,719 －

受取補償金 － 3,358

その他 1,918 1,838

営業外収益合計 7,525 9,297

営業外費用   

支払利息 1,310 1,604

租税公課 2,025 1,875

為替差損 － 957

その他 630 465

営業外費用合計 3,966 4,901

経常利益 526,578 421,587

税金等調整前四半期純利益 526,578 421,587

法人税等 168,386 131,509

四半期純利益 358,192 290,078

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 358,192 290,078
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年６月１日
　至　2018年２月28日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年６月１日
　至　2019年２月28日)

四半期純利益 358,192 290,078

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,865 △1,462

為替換算調整勘定 1,790 △1,463

その他の包括利益合計 △74 △2,925

四半期包括利益 358,117 287,153

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 358,117 287,153

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　（当座貸越契約）

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うために取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。これ

ら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2018年５月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2019年２月28日）

当座貸越極度額 850,000千円 850,000千円

借入実行残高 － －

差引額 850,000 850,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

　当社グループの事業では、設備の修繕や入替工事が集中する第２四半期及び第４四半期連結会計期間に売上が伸

びる傾向が強く、一方で販売費及び一般管理費などの固定費は、ほぼ恒常的に発生するため、利益が著しく偏ると

いう季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2017年６月１日
至 2018年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年６月１日
至 2019年２月28日）

減価償却費 27,239千円 27,588千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2017年６月１日 至2018年２月28日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年８月29日

定時株主総会
普通株式 111,784 20 2017年５月31日 2017年８月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2018年６月１日 至2019年２月28日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年８月28日

定時株主総会
普通株式 162,098 28 2018年５月31日 2018年８月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、メンテナンス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年６月１日

至　2018年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年６月１日
至　2019年２月28日）

(1)１株当たり四半期純利益 64円09銭 49円99銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 358,192 290,078

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
358,192 290,078

普通株式の期中平均株式数（株） 5,589,242 5,802,747

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 63円42銭 49円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 58,608 64,393

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年４月12日

株式会社三機サービス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　理晃　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　　洋　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　　岳　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三機
サービスの2018年６月１日から2019年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2018年12月１日から2019
年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年６月１日から2019年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、
すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三機サービス及び連結子会社の2019年２月28日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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